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おせわになりました。

東
日
本
大
震
災
犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
祈
り
ま
す
。

ま
た
、
被
災
地
の
一
日
も
早
い
回
復
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。



小値賀町議会だより第 75 号（２）小値賀町議会だより第 75 号（３）

平成２３年
第１回定例会

　

３
月
８
日
か
ら
11
日
ま
で
の
４
日
間
の
日
程
で
平
成
23
年
第
１
回
定
例
会
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

今
回
の
主
な
議
案
は
本
年
度
の
予
算
案
で
し
た
。
一
般
会
計
と
特
別
会
計
の
当
初
予
算
に
つ
い
て
は
２
日
間
に
わ
た
り

慎
重
に
審
議
し
満
場
一
致
で
原
案
通
り
可
決
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
条
例
を
改
正
し
、
出
産
育
児
一
時
金
支
給
額
を
35
万
円
か
ら
39
万
円
に
増
額
。
制
度
の
移
行
に

よ
り
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計
を
特
別
会
計
条
例
か
ら
削
除
し
廃
止
。
法
律
の
改
正
に
よ
る
職
員
の
勤
務
時
間
休
暇
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
。
診
療
所
医
師
の
手
当
て
、
勤
務
時
間
に
関
す

る
条
例
を
改
正
。
そ
の
他
、
指
定
管
理
者
の
指
定
な
ど
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
（
関
連
記
事
は
８
ペ
ー
ジ
）

　

一
般
質
問
は
３
人
が
、
高
齢
者
福
祉
関
連
に
つ
い
て
、
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
に
つ
い
て
、
８
年
間
の
行
財
政
運
営

に
つ
い
て
町
長
と
教
育
長
に
聞
き
ま
し
た
。
（
10
ペ
ー
ジ
～
14
ペ
ー
ジ
）
。

「
厳
し
い
状
況
の
中
、
町
職
員
の
力
強
い
協
力
で

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

こ
こ
ま
で
や
っ
て
こ
れ
た
。
」

　

山
田
町
長
、
町
政
の
た
め
の
貴
重
な
意
見
や
協
力
を
議
員
に
感
謝
！

　

３
月
８
日
、
平
成
23
年
第

１
回
定
例
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。

　

冒ぼ
う
と
う頭
、
施
政
方
針
で
山
田

町
長
は
、
今
期
限
り
で
町
長

職
を
引
退
す
る
こ
と
を
明
言

し
、
議
員
、
職
員
に
感
謝
の

意
を
述
べ
ま
し
た
。

　
「
８
年
前
の
合
併
論
争
の

中
、『
小
さ
く
と
も
輝
け
る

小
値
賀
』を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

町
政
の
舵
取
り
を
任
さ
れ
、

怒ど
と
う
さ
か
ま

濤
逆
巻
く
大お
お
し
け

時
化
の
中
で

船
出
致
し
ま
し
た
。
厳
し
い

状
況
の
中
で
町
職
員
の
力
強

い
協
力
も
あ
り
、
沈
没
す
る

こ
と
な
く
、
今
ま
で
就
航
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
こ

の
８
年
間
町
存
続
、
町
勢
浮

揚
の
た
め
、
貴
重
な
意
見
、

ま
た
ご
協
力
を
賜
り
、
誠
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
日
本
で
最
も
美
し
い
村

連
合
に
も
加
盟
し
て
い
る
こ

の
小
値
賀
町
が
、
い
つ
ま
で

も
輝
く
、
魅
力
あ
る
、
住
み

よ
い
小
値
賀
町
で
あ
り
続
け

る
よ
う
、
行
政
、
議
会
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
、
守
っ

て
い
か
れ
ま
す
よ
う
願
っ
て

お
り
ま
す
。」
と
結
ば
れ
ま

し
た
。

　

３
人
の
議
員
の
一
般
質
問

に
お
い
て
も
山
田
町
長
に
対

し
労
を
ね
ぎ
ら
う
発
言
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

　

今
回
の
当
初
予
算
は
骨

格
予
算
だ
と
言
い
な
が
ら

も
一
般
会
計
で
22
億
７
，

６
７
０
万
円
、
特
別
会
計

は
７
会
計
合
計
で
16
億
５
，

１
２
５
万
円
の
規
模
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

歳
入
で
地
方
交
付
税
に
含

み
を
持
た
せ
、
歳
出
で
は
急

を
要
し
な
い
各
種
補
助
金
な

ど
が
計
上
さ
れ
て
お
ら
ず
、

新
た
な
首
長
の
基
で
の
判
断

を
待
つ
予
算
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

予
算
案
の
質
疑
で
は
松
毛

虫
の
異
常
発
生
に
対
す
る
対

策
を
急
ぐ
よ
う
担
当
へ
迫
る

発
言
が
続
き
ま
し
た
。

　

町
税
や
国
民
健
康
保
険

税
、
介
護
保
険
な
ど
の
滞
納

金
が
増
え
て
い
る
現
状
に
つ

い
て
憂ゆ

う
り
ょ慮
す
る
意
見
も
述
べ

ら
れ
ま
し
た
。
慎
重
に
審
議

し
た
結
果
、
原
案
の
通
り
可

決
し
ま
し
た
。

　

山田町長最後の定例会
冒頭で退任の挨拶！

「これからも、行政、議会、町民が一体となって魅力ある島を守って欲しい」
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平成２3 年度当初予算一般会計 　総額 22 億 7,670 万円に決まる！

               　　特別会計の総額は　7 会計で 16 億 5,125 万円に 

　

本
年
は
選
挙
の
年
で
あ
り
、
予
算

は
過
疎
計
画
等
で
位
置
づ
け
ら
れ
た

事
業
の
う
ち
、
補
助
金
、
地
方
債
等

の
手
続
き
上
、
予
算
措
置
が
必
要
な

も
の
や
年
度
当
初
か
ら
着
手
す
る
ソ

フ
ト
事
業
、
前
年
度
か
ら
の
継
続
事

業
、
経
常
的
経
費
を
計
上
し
た
骨
格

予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

平
成
22
年
度
か
ら
新
設
さ
れ
た
ソ

フ
ト
事
業
の
過
疎
対
策
事
業
を
活
用

し
た
「
産
業
の
振
興
、
生
活
環
境
の

整
備
、
高
齢
者
の
保
健
及
び
福
祉
の

問　子ども手当費 2,598 万 3,000 円の財源内   

    容は？

答　 国 費 1,977 万 1,000 円（76,1 ％）、　　 
　　県費 310 万 5,000 円（11,9％）、
　　一般財源 310 万 7,000 円（12,0％）

問　落花生生産拡大事業（実証試験）委託事

    業の内容は？

答　緊急雇用創出事業臨時特例基金事業を活
　　用して、落花生の生産拡大を図るため生
　　産と加工を区分して農家に 50 アール、
　　委託先に 50 アール作付け、実証試験を
　　行うもの。

問　町税の滞納件数は？

答　町民税７件、固定資産税 17 件。

問　現在所得税、住民税の申告を受付中だが、

　　税収についての感触を伺う。

答　漁業が魚価の低迷と燃油の高騰等、経費
　　がかさみ、昨年に増して厳しい状況にあ
　　ると感じている。

問　財源不足を補うため発行する臨時財政対

　　策債が 22 年度に比べ大幅な減となって

　　いるが減額の理由は？

答　人口基礎方式から財源不足額基礎方式へ
　　移行することと国の地方財政計画で枠の
　　減少による減額。

議会費 6,712 万円
総務費 3 億 6,522 万 5,000 円
民生費 3 億 6,603 万 9,000 円
衛生費 1 億 9,948 万 7,000 円
農林水産業費 3 億 5,283 万 3,000 円
商工費 9,500 万 8,000 円
土木費 1 億 9,875 万 5,000 円
消防費 7,051 万 2,000 円
教育費 1 億 6,773 万 3,000 円
災害復旧費 5,000 円
公債費 3 億 7,011 万 3,000 円
諸支出金 1,900 万円
予備費 487 万 3,000 円　　

町税 1 億 4,328 万 2,000 円
地方譲与税 2,430 万 1,000 円
利子割交付税 43 万円
配当割交付金 13 万円
株式等譲渡所得割交付金 7 万円
地方消費税交付金 2,160 万円
自動車所得税交付金 380 万円
地方特例交付金 800 万円
地方交付税 15 億円
交通安全対策特別交付金 25 万円
分担金及び負担金 116 万 9,000 円
使用料及び手数料 4,061 万 6,000 円
国庫支出金 8,700 万 4,000 円
県支出金 2 億 2,286 万 5,000 円
財産収入 668 万 2,000 円
寄附金 9,000 円
繰入金 116 万 7,000 円
繰越金 5,000 万円
諸収入 3,672 万 5,000 円
町債 1 億 2,810 万円

向
上
、医
療
の
確
保
、人
材
育
成
（
地

域
担
い
手
）、
都
市
住
民
と
の
交
流

促
進
（
交
流
居
住
、
定
住
地
域
お
こ

し
隊
）」
な
ど
過
疎
地
域
自
立
促
進

計
画
に
基
づ
い
た
事
業
費
な
ど
が
計

上
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

予
算
総
額
は
、
前
年
度
当
初
予
算

23
億
４
、４
０
０
万
円
と
比
較
し
て

６
、７
３
０
万
円
（
2,9
％
）
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
　

本
年
は
選
挙
の
年
、
骨
格
予
算
で

一般会計当初予算審議の主な質疑



小値賀町議会だより第 75 号（7）

平成２３年度当初予算　特別会計（7会計は次の通り）

小値賀町議会だより第 75 号（6）

小値賀町には法令で義務づけられている特別会計に簡易水道事業、下水道事業、国民健康保険事業、後期高齢者医療事業、介護保険事業、自治法の定める要

件に適合するものに渡船事業、国民健康保険診療所事業など 7 つがあります。尚、老人保健事業特別会計は後期高齢者医療事業特別会計へ移行し、この度、

精算業務も終了したので本年度より廃止になりました。

国民健康保険事業特別会計簡易水道事業特別会計

下水道事業特別会計

　　　　　　　　　　　予算総額　４億８，６００万円

主な歳入　国庫支出金　　　１億３，４２５万４，０００円

　　　　　国民健康保険税　１億１，６４５万２，０００円　

　　　　　一般会計繰入金　　　１，９６５万４，０００円

主な歳出　保険給付費　　　２億８，９００万５，０００円

　　　　　後期高齢者支援金　　６，２７９万円

主な質疑　問　特定健診の受診率は？

　　　　　答　４７，３％。目標の５５％を達成していないが、来年もこの目標率を目指

　　　　　　　して努力する。

後期高齢者医療事業特別会計

　　　　　　　　　　　  予算総額　３，９２２万３，０００円

主な歳入　一般会計繰入金　２，０６６万５，０００円

主な歳出　広域連合負担金　３，７１２万円

主な質疑　問　保険料の徴収状況は？

　　　　　答　２０年度、２１年度は１００％。２２年度は特別徴収分が１００％。普

　　　　　　　通徴収分が９９，６２％。

　　　　　　　　　　　　　  予算総額　９，１２５万円

主な歳入　事業収入　　　　５, ５１４万円

　　　　　一般会計繰入金　３, ５１０万９，０００円

主な歳出　公債費　　　　　 5, ０３０万７，０００円

　　　　　総務費　　　　　４，０５４万３，０００円

　　　　　　　　　　　 　 予算総額　１億８，１５０万円

主な歳入　一般会計繰入金　　１億５，７７１万３，０００円

　　　　　事業収入　　　　　　　２，２７８万７，０００円

主な歳出　公債費　　　　　　１億４，５９５万６，０００円

　　　　　総務費　　　　　　　　３，５３３万６，０００円

　　　　　　　　　　　　　　予算総額　４億２，４００万円

主な歳入　診療収入　３億４，６２４万２，０００円

　　　　　繰入金　　　　４，６５０万円

主な歳出　医業費　    ２億３，２０５万１，０００円

主な質疑　問　町債の充当先は？

　　　　　答　医療機械器具購入事業、医師代診応援事業、専門医外来確保事業。専門

　　　　　　　医外来確保事業の中では、特殊外来診療負担金、船舶借上料が主なもの。

介護保険事業特別会計

　　　　　　　　　　予算総額　３億７，３４７万７，０００円

主な歳入　国庫支出金　　　１億　  ９４６万６，０００円

　　　　　支払基金交付金　１億　  ７６９万８，０００円

　　　　　保険料　　　　　　　４，２５５万２，０００円　

                  一般会計繰入金　   　 ５，２４７万５，０００円

主な歳出　保険給付費　　　３億５，３９０万円

主な質疑　問　滞納繰越はないのか？滞納者への対応は？

　　　　　答　２月までで８件の約３５万円ほど。訪問しながら納付相談をしていく。　

渡船事業特別会計

　　　　　　　　　　　   予算総額　５，５８０万円

主な歳入　一般会計繰入金　１，９００万円

　　　　　事業収入　　　　　  ９２５万２，０００円

主な歳出　渡船事業費　　　５，３５６万８，０００円

　　　　　公債費　　　　　　  １７８万２，０００円

主な質疑　問　船客傷害保険の内容は？

　　　　　答　１人で３千万円から３億円。定員６０人まで。

国民健康保険診療所特別会計



平成２２年度補正予算 今回の条例改正の主なものは次のとおりです。

いずれも原案の通り可決しました。
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　　２９３万円を減額し、

　　　　　　総額を４億４，３３０万円に。

　主に繰入金の減額、歳出で一般管理費の減額

　　１４７万６,000 円を減額し、

　　　　　総額を５，４２４万６，０００円に。

　主に国庫補助金の減額、歳出で管理費の減額

　　２, ３７４万７，０００円を減額し、

　  　　　　　総額５億２万７,000 円に。

　主に医療費の減による保険給付費の減額

国民健康保険事業特別会計（第３号）

　　２，３２６万円を減額し、

　　　総額を３億６，３３６万９，０００円に。

　　主に実績による保険給付費の減額

介護保険事業特別会計（第３号）

　　１０万円を減額し、

　　　　　総額を８，４０３万５，０００円に。

　主に繰入金の減額と歳出では総務費の減額

簡易水道事業特別会計（第２号）

　　４２０万８，０００円を減額し、

　　　総額を１億８，９２３万６，０００円に。

　主に繰入金の減額、歳出で総務管理費の減額

下水道事業特別会計（第４号）

渡船事業特別会計（第３号） 国民健康保険診療所特別会計（第４号）

一　般　会　計（第７号）

　　　　　        ６，６８１万６，０００円を追加し、

　　　　　    予算総額を２７億６，２３４万８，０００円に

　　主な歳入補正　繰入金　　　　　　　　　  ４，３８１万７，０００円増額

　　　　　　　　　地方交付税（特別交付税）　２，０００万円増額

　　　　　　　　　国庫支出金　　　　　　　 　   ４２２万５，０００円増額

　　　　　　　　　寄附金　　　　　　　　　　　３１４万６，０００円増額

　　主な歳出補正　総務費　　　　　　　  １億２，０５６万６，０００円増額

          　　　　　　 農林水産業費　　　　　　  １，６１６万円減額

　　問　肉用牛経営規模拡大事業 107 万 6,000 円減額は？

　　答　高齢化で畜産をやめていく人がいるなどの要因で、牛の増頭目標を達

　　　　成することができなかった。見込んだ事業費の一部を減額した。

　　９，０００円を増額し、

　　　　　　総額を２１万４，０００円に。

　主に繰越金の増額、歳出で一般会計繰出金増額

老人保健事業特別会計（第１号）

　　６万２，０００円を増額し、

　　　総額を３，９３９万７，０００円に。

　主に受託事業収入、歳出は健康診査費の増額

後期高齢者医療事業特別会計（第２号）

職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

期
末
手
当
に
つ
い
て
は
、
期
末
手
当
基
礎
額
に
、
六
月
支

　

給
分
は
百
分
の
百
二
十
二
、五
へ
減
少
、
十
二
月
支
給
分

　

に
つ
い
て
は
百
分
の
百
三
十
七
、五
へ
増
加
、
勤
勉
手
当

　

て
は
、
勤
勉
手
当
基
礎
額
に
百
分
の
六
十
七
、五
へ
増
額
、

　

合
わ
せ
る
と
、
全
体
で
百
分
の
十
二
、五
の
マ
イ
ナ
ス
と

　

な
り
ま
す
。

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

１
日
の
勤
務
時
間
を
８
時
間
か
ら
７
時
間
45
分
に
、
１
週

　

間
あ
た
り
の
勤
務
時
間
を
40
時
間
か
ら
38
時
間
45
分
と
す

　

る
も
の
で
す
。
１
日
７
時
間
45
分
を
超
え
る
場
合
は
１
時

　

間
の
休
憩
を
取
る
こ
と
に
改
正
し
ま
し
た
。

小
値
賀
町
特
別
会
計
条
例
の
一
部
を
改
正

   

後
期
高
齢
者
医
療
事
業
の
設
置
に
伴
い
、
老
人
保
健
医
療

　

費
の
精
算
業
務
だ
け
に
な
っ
て
い
た
老
人
保
健
事
業
特
別

　

会
計
を
こ
の
度
役
割
を
終
え
た
の
で
廃
止
す
る
も
の
で
す
。

　

従
っ
て
小
値
賀
町
特
別
会
計
は
７
会
計
に
な
り
ま
す
。

小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
を
改
正

　

出
産
育
児
一
時
金
を
現
行
の
35
万
円
支
給
か
ら
39
万
円
に

　

増
額
す
る
も
の
で
す
。

　
　

指定管理に関すること

小値賀町地域福祉センターの指定管理者の指定を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小値賀町社会福祉協議会へ

小値賀町高齢者生活福祉センター「たんぽぽ荘」の指定管理者の指定を

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小値賀町社会福祉協議会へ

※いずれも期間は平成 23 年４月１日から５年間です。

小
値
賀
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所
医
師
の
給
与
、
勤
務
時
間
、

そ
の
他
の
勤
務
条
件
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を
改
正

　

診
療
所
所
長
の
手
当
て
に
宅
直
手
当
て
を
１
日
に
つ
き　

　

１
万
円
を
追
加
す
る
も
の
で
す
。
時
間
外
手
当
て
の
宅
診

　

分
は
無
く
な
り
ま
す
。

地
方
交
付
税
は
17
億
１
、
４
２
８
万
７
千
円
に

積
立
金
に
１
億
４
、
６
４
９
万
３
千
円
補
正
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浦　英明議員

後
期
高
齢
者
の
保
険
料
は
ど
う
な
る
の
か
？　

　
　
　
　
　
―
26
年
ま
で
は
軽
減
措
置
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
る
が
、
そ
の
後
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　

県
内
一
律
の
保
険
料
に
―

な
制
度
見
直
し
に
入
り
、
平

成
22
年
に
改
革
案
を
と
り
ま

と
め
ま
し
た
。

　

そ
の
内
容
は
、
後
期
高
齢

者
制
度
を
廃
止
し
て
、
地
域

保
険
を
国
保
に
一
元
化
す

る
、
都
道
府
県
単
位
の
財
政

運
営
を
図
る
な
ど
で
す
。

　

こ
れ
に
基
づ
く
新
制
度
へ

の
移
行
は
平
成
26
年
３
月
の

予
定
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
の
問
題
点
は
、

75
歳
と
い
う
年
齢
で
区
分
し

た
た
め
に
高
齢
者
に
対
す
る

差
別
と
捉
え
ら
れ
た
部
分
や

年
金
等
か
ら
の
天
引
き
に
よ

り
介
護
保
険
料
と
合
わ
せ
る

と
大
き
な
負
担
と
な
り
、
低

所
得
者
へ
の
負
担
が
増
え
た

と
い
う
よ
う
な
こ
と
が
あ
り

ま
す
。
こ
れ
が
廃
止
の
流
れ

に
繋
が
っ
た
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

後
期
高
齢
者
医
療
に
係
る

保
険
料
の
動
向
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

原
則
的
に
医
療
費
に
係
る

５
割
が
公
費
で
、
４
割
が
現

役
世
代
が
負
担
し
、
残
り
の

１
割
を
高
齢
者
の
保
険
料
で

賄
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

現
在
の
本
町
は
、
平
成
25

年
度
ま
で
緩
和
措
置
が
あ
り

　

平
成
20
年
４
月
開
始
の
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
は
当
初

か
ら
全
国
的
に
批
判
が
噴
出

し
問
題
も
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
こ
れ
ま
で
の
経
過
と
問

題
点
を
伺
う
。

【
答
】
山
田
町
長

　

高
齢
者
の
増
加
と
そ
れ
に

伴
う
高
齢
者
医
療
費
の
増
大

に
よ
る
財
政
負
担
の
抑
制
策

と
し
て
こ
の
制
度
が
始
ま
り

ま
し
た
。
75
歳
以
上
の
方
を

国
保
や
健
保
か
ら
切
り
離
し

て
、
独
立
し
た
保
険
と
し
た

の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。

　

し
か
し
、
国
民
や
各
政
党

か
ら
、
各
種
の
批
判
が
あ
が

り
、
高
齢
者
医
療
制
度
改
革

会
議
を
立
ち
上
げ
て
本
格
的

      町政のここがききたい
　　　　　　      これを提案

いっぱん

　しつもん

現
在
は
均
等
割
３
万
７
、５

０
０
円
、
所
得
割
６
、９
％

と
な
っ
て
い
ま
す
。
24
年
度

・
25
年
度
は
未
定
で
す
。
制

度
が
こ
の
ま
ま
だ
と
、
26
年

度
以
降
は
長
崎
県
内
一
律
の

金
額
に
な
る
予
定
で
す
。

ー
ビ
ス
の
現
状
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

本
町
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
で

は
、
食
事
や
入
浴
な
ど
の
日

常
生
活
上
の
支
援
や
、
生
活

行
為
向
上
の
た
め
の
事
業
が

日
帰
り
で
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
。現
在
要
支
援
者
23
名
、

要
介
護
者
55
名
の
計
78
名
が

利
用
し
て
お
り
ま
す
。
養
寿

園
の
シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
は
利

用
者
が
増
加
傾
向
で
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

訪
問
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
現

状
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス

は
、
現
在
要
支
援
者
16
名
、

要
介
護
者
８
名
が
利
用
し
て

お
り
ま
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

高
額
介
護
合
算
医
療
費
の

現
状
と
問
題
点
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

介
護
保
険
と
医
療
保
険
の

両
方
の
負
担
が
あ
る
こ
と
に

介
護
事
業
全
般
の
現
状
と
問
題
点
は
？　
　
　

【
問
】
浦
議
員

　

小
値
賀
に
お
い
て
介
護
保

険
で
入
所
で
き
る
施
設
の
現

状
と
問
題
点
は
？ 

【
答
】
山
田
町
長

　

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

「
養
寿
園
」
と
認
知
症
高
齢

者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム「
暖
家
」

の
２
つ
で
す
。
さ
ら
に
４
月

か
ら
開
設
予
定
の
グ
ル
ー
プ

ホ
ー
ム
「
お
ぢ
か
の
家
」
が

加
わ
り
ま
す
。

　

養
寿
園
の
待
機
者
は
25
名

で
す
が
、
こ
の
中
に
は
介
護

度
や
緊
急
度
が
低
い
人
も
含

目
安
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

養
寿
園
の
場
合
、
年
金
80

万
円
以
下
で
実
質
３
万
７
、

０
０
０
円
、
年
金
80
万
円
以

上
で
、
５
万
５
、０
０
０
円
、

と
な
り
ま
す
。
グ
ル
ー
プ
ホ

ー
ム
で
は
、
高
額
介
護
サ
ー

ビ
ス
費
を
除
き
実
質
５
万
２
、

０
０
０
円
～
５
万
９
、０
０

０
円
程
度
の
負
担
金
が
か
か

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

通
所
で
利
用
す
る
介
護
サ

ま
れ
て
い
る
の
で
、
施
設
の

大
幅
な
不
足
が
生
じ
て
い
る

と
は
い
え
な
い
と
思
い
ま

す
。
施
設
の
新
設
は
保
険
料

の
引
き
上
げ
と
の
兼
ね
合
い

も
あ
る
の
で
慎
重
に
対
応
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
は
施
設
内

の
事
故
は
発
生
し
て
お
り
ま

せ
ん
。
万
全
を
期
し
て
そ
の

様
な
こ
と
が
な
い
よ
う
に
今

後
も
指
導
を
徹
底
し
た
い
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
浦
議
員

　

介
護
施
設
で
の
諸
費
用
の

　

高
齢
者
の
買
い
物
支
援
を

　

 

―
関
係
各
団
体
と
協
議
す
る
必
要
―

【
問
】
浦
議
員

　

現
在
の
１
号
被
保
険
者
の

介
護
保
険
料
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

平
成
21
年
度
か
ら
23
年
度

ま
で
は
月
額
３
、４
６
０
円

で
す
。
こ
れ
は
、
県
下
で
は

下
か
ら
２
番
目
の
低
い
保
険

料
と
な
っ
て
い
ま
す
。

よ
っ
て
家
計
の
負
担
が
重
く

な
る
場
合
に
、
そ
の
負
担
を

軽
減
す
る
た
め
に
平
成
20
年

４
月
か
ら
設
け
ら
れ
た
制
度

で
す
。
平
成
22
年
度
は
２
月

末
で
43
名
、
83
万
１
、７
５

４
円
で
す
。

　

医
療
費
の
対
象
支
給
額

は
、
福
祉
医
療
費
制
度
や
公

費
負
担
医
療
な
ど
の
二
重
払

い
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
る
の

で
、
慎
重
に
対
応
し
て
お
り

ま
す
。　
　
　
　
　
　
　
　

【
問
】
浦
議
員

　

全
国
的
に
話
題
に
な
っ
て

い
る
買
い
物
難
民
問
題
で
あ

る
が
、
経
済
産
業
省
は
、
宅

配
や
移
動
販
売
と
い
っ
た
買

い
物
の
利
便
性
を
高
め
る
取

組
を
地
方
自
治
体
が
補
助
金

等
を
用
意
し
て
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
と
訴
え
て
い
る
。

　

当
町
に
お
い
て
は
、
移
動

店
舗
の
支
援
な
ど
に
つ
い
て

の
対
策
は
考
え
て
い
な
い
の

か
。
ま
た
、
新
上
五
島
町
で

の
「
生
活
支
援
事
業
」
を
参

考
に
で
き
な
い
か
。

【
答
】
山
田
町
長

　

ト
ラ
ッ
ク
等
を
使
っ
た
移

動
店
舗
の
支
援
に
つ
い
て

は
、
商
店
の
利
害
や
各
商
店

の
規
模
な
ど
が
絡
ん
で
く
る

こ
と
で
も
あ
り
現
時
点
で
は

難
し
い
と
思
い
ま
す
。
現

在
、
町
内
の
商
店
で
は
電
話

の
注
文
を
受
け
各
家
へ
配
達

を
行
っ
て
お
り
大
変
喜
ば
れ

て
い
ま
す
。

　

今
後
、
お
年
寄
り
の
状
況

が
更
に
深
刻
に
な
る
こ
と
も

考
え
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
福

祉
の
観
点
も
含
め
て
商
工
会

を
通
し
て
対
応
を
促
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
上
五
島
町
の
事
業
は
、

県
の
緊
急
雇
用
対
策
事
業
を

活
用
し
て
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
県
の
事
業
が
終
了
す

社会福祉センターでのデイサービス

る
23
年
以
後
の
財
政
的
問
題

を
ど
う
す
る
の
か
課
題
も
あ

り
ま
す
。

　

本
町
と
し
て
は
、
独
居
老

人
等
の
問
題
も
含
め
て
商
工

会
や
高
齢
者
福
祉
に
関
係
す

る
各
団
体
と
協
議
を
行
う
必

要
が
あ
る
と
考
え
ま
す
。
バ

ス
路
線
変
更
は
協
議
会
で
話

し
合
う
よ
う
指
示
し
て
い
ま

す
。
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立石隆教議員

８
年
間
の
財
政
運
営
を
振
り
返
っ
て
思
う
こ
と
は
？　

　
　

―
76
億
円
が
53
億
円
に
！

　
　
　
　
　

ほ
ぼ
計
画
通
り
に
借
金
を
縮
減
ー

　
　
　
　
　
　
　
　
　

小値賀町議会だより第 75 号（13）

こ
の
８
年
間
は
ま
さ
に

激
動
の
時
だ
っ
た
。
町
長
は
、

文
字
通
り
、
「
岐
路
に
立
っ

た
小
値
賀
」
の
進
む
べ
き
道

を
必
死
に
考
え
、
選
択
し
、

自
立
の
た
め
の
努
力
を
さ
れ

た
。町

長
就
任
当
初
は
、
合

併
問
題
が
町
を
二
分
す
る
大

き
な
問
題
で
あ
っ
た
。
そ
の

中
で
も
、
も
っ
と
も
注
目
さ

れ
た
の
が
町
財
政
に
関
す
る

こ
と
だ
。

　

町
長
は
将
来
の
町
債
（
借

金
）
の
償
還
計
画
と
財
政
計

画
を
立
て
、
財
政
運
営
の
方

針
を
示
し
実
行
し
て
き
た
。

　

先
頃
、
策
定
さ
れ
た
本
町

の
自
立
促
進
計
画
の
中
で

は
、
産
業
振
興
や
福
祉
事
業

な
ど
行
政
全
般
に
お
い
て
、

現
状
と
問
題
点
、
そ
の
対
策

が
示
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
れ
ら
を
踏
ま
え
て
さ
ら

に
積
極
的
な
取
組
を
促
す
た

め
、
農
業
問
題
と
医
療
問
題

に
関
し
て
伺
う
。

　

本
町
の
農
業
は
基
幹
産
業

の
ひ
と
つ
で
あ
る
が
、
生
産

物
の
価
格
低
迷
、
安
い
輸
入

作
物
と
の
競
合
、
輸
送
費
な

ど
の
経
費
増
、
輸
送
時
間
の

制
約
が
加
わ
り
厳
し
い
農
業

経
営
を
強
い
ら
れ
て
い
る
。

そ
の
様
な
環
境
の
中
で
、
農

業
従
事
者
の
高
齢
化
と
後
継

者
不
足
の
問
題
は
見
過
ご
す

こ
と
が
出
来
な
い
大
問
題
で

あ
る
。
こ
の
こ
と
に
対
す
る

対
策
を
ど
う
考
え
て
い
る
の

か
。

【
答
】
山
田
町
長

　

自
分
の
子
ど
も
を
後
継
者

に
す
る
農
家
が
少
な
い
の
が

最
大
の
原
因
だ
と
思
い
ま

す
。

　

後
継
者
に
し
な
い
の
は
農

業
経
営
が
厳
し
い
か
ら
と
考

え
ら
れ
、
こ
れ
が
高
齢
化
を

促
進
さ
せ
、
ひ
い
て
は
農
地

の
荒
廃
が
進
む
と
い
う
悪
循

環
に
陥
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
担
い
手

公
社
の
積
極
的
活
用
と
農
業

経
営
が
成
り
立
つ
農
産
物
の

生
産
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
伊
藤
議
員

　

基
幹
作
物
等
の
価
格
の
安

定
へ
の
対
策
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

生
産
と
販
売
の
両
面
か
ら

考
え
て
い
か
な
い
と
な
か
な

か
難
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

他
所
に
負
け
な
い
高
品
質

の
も
の
を
生
産
す
る
一
方
、

市
場
・
消
費
者
の
求
め
る
も

の
を
求
め
る
と
き
に
タ
イ
ム

リ
ー
に
出
荷
す
る
と
い
う
、

こ
の
２
つ
が
か
み
合
っ
た
と

き
に
価
格
も
補
償
さ
れ
る
と

考
え
ま
す
。

　

今
後
取
り
組
む
べ
き
は
、

農
産
物
そ
の
も
の
を
出
荷
す

る
の
で
は
な
く
、
一
次
加
工

な
ど
の
付
加
価
値
を
高
め
る

こ
と
や
安
心
安
全
を
前
面
に

打
ち
出
し
た
差
別
化
を
図
る

こ
と
、
高
齢
者
が
好
む
調
理

し
や
す
い
農
産
物
な
ど
知
恵

と
工
夫
で
産
地
化
を
目
指
す

こ
と
だ
と
考
え
ま
す
。

【
問
】
伊
藤
議
員

　

四
月
に
は
医
師
一
名
体
制

に
な
る
と
聞
い
て
い
る
。
ま

た
、
看
護
師
に
つ
い
て
は
三

名
の
採
用
が
決
定
し
て
お

り
、
慢
性
の
看
護
師
不
足
が

解
消
さ
れ
、
と
り
あ
え
ず

ホ
ッ
と
し
て
い
る
が
、
今
後

も
十
分
な
医
療
体
制
が
と
れ

る
の
か
心
配
も
あ
る
。
今
後

の
医
師
、
看
護
師
の
確
保
に

対
す
る
対
策
を
伺
う
。

【
答
】
山
田
町
長

　

過
疎
地
域
自
立
促
進
特
別

措
置
法
の
改
正
に
よ
り
、
地

域
医
療
の
確
保
、
住
民
に
身

近
な
生
活
交
通
の
確
保
、
集

落
の
維
持
及
び
活
性
化
な
ど

の
住
民
の
安
全
・
安
心
な
暮

ら
し
の
確
保
を
図
る
た
め
の

ソ
フ
ト
事
業
へ
の
過
疎
債
の

適
応
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
て
過
疎
地
域

伊藤忠之議員

　
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
を
踏
ま
え

　
　
　
　
　
　
　
　
　

更
な
る
具
体
策
を
問
う

　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
―
県
の
事
業
を
活
用
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　

 
 
 
 
 
 
 
 

支
援
し
て
い
く
―

自
立
促
進
計
画
に
医
療
ス

タ
ッ
フ
確
保
に
関
す
る
事
業

を
盛
り
込
ん
で
い
ま
す
。
奨

学
金
の
補
助
要
綱
を
充
実
さ

せ
、
そ
れ
ら
を
活
用
し
離
島

勤
務
医
師
の
確
保
や
看
護
師

の
確
保
を
し
て
い
く
必
要
が

あ
る
と
考
え
ま
す
。

【
問
】
伊
藤
議
員

　

人
工
透
析
の
必
要
な
患
者

へ
の
対
策
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

本
町
の
診
療
所
に
て
対
応

で
き
な
い
か
検
討
し
ま
し
た

が
、
更
生
医
療
指
定
機
関
と

し
て
の
施
設
基
準
に
合
わ
せ

る
の
が
難
し
い
た
め
断
念
し

ま
し
た
。

　

人
工
透
析
患
者
へ
の
交
通

費
補
助
制
度
を
設
置
し
て
い

る
自
治
体
も
あ
る
の
で
、
今

後
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
と

考
え
て
お
り
ま
す
。

財
政
運
営
の
実
績
と
そ
れ
を

や
り
終
え
た
今
の
思
い
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

就
任
当
初
の
平
成
15
年
の

起
債
残
高
（
町
の
借
金
）
は

一
般
会
計
で
約
52
億
円
あ
り

ま
し
た
が
、
現
在
約
30
億
円

で
22
億
円
が
減
少
し
ま
し

た
。（
下
の
グ
ラ
フ
参
照
）

　

特
別
会
計
と
合
わ
せ
て
起

債
残
高
は
全
体
で
約
76
億
円

あ
り
ま
し
た
が
、
現
在
約

53
億
円
に
減
少
。
ほ
ぼ
計
画

通
り
に
返
済
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　

ま
た
、
当
時
底
を
つ
い
て

い
る
基
金
残
高
も
危
惧
さ
れ

て
お
り
ま
し
た
が
、
約
４
億

取崩可能基金 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度
平 15 年計画 5,212,547 4,773,352 4,366,046 3,978,842 3,579,225 3,225,505 3,181,700 2,973,032
起債残高実績 5,212,547 4,760,051 4,265,846 3,844,841 3,460,516 3,232,307 3,131,100 3,009,607

起債残高の推移（借金が計画通りに減少している様子）

（千円）

担い手公社のビニールハウス



取崩可能基金 平成 15 年度 平成 16 年度 平成 17 年度 平成 18 年度 平成 19 年度 平成 20 年度 平成 21 年度 平成 22 年度
平 15 年計画 997,234,000 909,975,000 776,365,000 630,755,000 746,464,000 668,419,000 1,014,422,000 1,121,442,000
基金実績 997,234,000 921,018,000 873,846,000 751,610,000 717,958,000 837,133,000 1,178,185,000 1,403,333,000

小値賀町議会だより第 75 号（15）

　

平
成
23
年
１
月
27
日
に
第

１
回
臨
時
会
が
開
か
れ
ま
し

た
。

　

議
案
は
、
一
般
会
計
補
正

予
算
と
工
事
請
負
契
約
の
変

更
に
つ
い
て
で
し
た
。

　

一
般
会
計
補
正
予
算
は
、

歳
入
で
、
地
方
交
付
税
の
確

定
に
よ
る
補
正
額
の
提
示

と
、
き
め
細
か
な
交
付
金
な

平成２３年第１回臨時会

ど
国
庫
支
出
金
の
増
額
補

正
、
円
高
デ
フ
レ
対
策
の
県

支
出
金
の
増
額
補
正
で
し

た
。
地
方
交
付
税
は
国
税
の

増
収
に
よ
り
前
年
度
比
３
、

１
４
％
増
額
、
国
庫
支
出
金

は
き
め
細
か
な
交
付
金
が
主

な
も
の
で
す
。

　

歳
出
で
は
、
地
域
福
祉
セ

ン
タ
ー
補
修
工
事
費
、
旧
図

小値賀町議会だより第 75 号（14）

補正額 補正後の合計額
主 な

歳入

地方交付税 4,543 万 6,000 円 16 億 9,428 万 7,000 円
国庫支出金 8,295 万 6,000 円 1 億 1,453 万 4,000 円
県支出金 99 万 9,000 円 1 億 4,684 万 6,000 円

歳出 民生費 2,461 万円 3 億 9,238 万 5,000 円
総務費 2,056 万 2,000 円 6 億 6,619 万 3,000 円
衛生費 4,700 万円 2 億 3,508 万円
土木費 2,120 万円 1 億 4,968 万 3,000 円
教育費 850 万円 2 億 4,478 万 3,000 円

書
館
を
高
齢
者
生
き
が
い
活

動
支
援
事
業
関
連
費
用
、
看

護
師
の
宿
舎
建
設
事
業
費
、

道
路
維
持
費
な
ど
の
増
額
補

正
で
し
た
。
い
ず
れ
も
原
案

通
り
可
決
し
ま
し
た
。　

　

ま
た
、
離
島
開
発
総
合
セ

ン
タ
ー
バ
リ
ア
フ
リ
ー
整
備

工
事
の
追
加
工
事
契
約
変
更

を
可
決
し
ま
し
た
。

平
成
22
年
度
地
方
交
付
税
前
年
度
比
３
、
１
４
％
増

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

要
因
は
国
税
増
収
の
た
め
！

一般会計補正予算と工事請負契約の変更

一般会計補正予算（第６号）

あ
の
提
言
は
ど
う
な
っ
た
？

【
問
】
立
石
議
員　
　
　
　

　

古
墳
の
整
備
は
関
係
機
関

と
協
議
す
る
と
い
っ
た
事
は

ど
う
な
っ
た
？

【
答
】
山
田
町
長

　

協
議
し
た
が
費
用
等
の
問

題
で
す
ぐ
に
対
応
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
案
内
板
に
つ
い

て
は
今
後
も
検
討
し
て
い
く

こ
と
に
。

の
充
実
で
し
た
。
医
師
の
２

名
体
制
を
確
立
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。

　

同
様
に
力
を
入
れ
た
の
が

財
政
改
革
で
す
。
財
政
計
画

に
沿
っ
た
財
政
運
営
が
出
来

た
と
自
信
を
持
っ
て
い
え
る

と
思
い
ま
す
。

　

次
が
交
流
人
口
の
拡
大
で

す
。
古
民
家
再
生
事
業
を
始

　

８
年
間
で
私
が
一
般
質
問

で
提
言
し
た
内
容
に
つ
い
て

そ
の
後
ど
う
な
っ
た
の
か
伺

う
。

　

空
き
缶
の
デ
ポ
ジ
ッ
ト
制

度
の
検
討
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

関
係
機
関
と
協
議
し
た
が

実
施
す
る
に
至
り
ま
せ
ん
で

し
た
。

円
増
加
し
、
全
会
計
で
現
在

約
18
億
１
千
円
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。
上
記
グ
ラ
フ
に
も

あ
る
よ
う
に
計
画
を
大
幅
に

上
回
っ
て
基
金
積
み
立
て

（
貯
金
）
が
で
き
ま
し
た
。

　

歳
出
カ
ッ
ト
な
ど
の
財
政

改
革
の
成
果
は
、
人
件
費
で

約
１
億
円
の
削
減
、
物
件
費

で
約
１
億
２
千
万
円
、
公
債

費
で
約
４
億
９
千
万
円
を
削

減
し
ま
し
た
。
財
政
計
画
を

堅
実
に
実
行
し
た
結
果
、
債

権
団
体
に
な
る
こ
と
な
く
、

財
政
は
安
定
し
た
と
考
え
て

い
ま
す
。

　

当
時
私
は
「
小
さ
く
と
も

輝
く
ま
ち
づ
く
り
」
と
何
度

も
口
に
し
て
、
財
政
的
に
も

厳
し
く
て
も
、
英
知
を
結
集

し
、
職
員
の
協
力
を
得
て
、

辛
抱
し
な
が
ら
身
の
丈
に

合
っ
た
ま
ち
づ
く
り
を
提
唱

し
実
践
し
て
き
ま
し
た
。

　

当
時
を
振
り
返
り
、
そ
の

こ
と
は
間
違
っ
て
い
な
か
っ

た
と
い
う
の
が
私
の
今
の
心

境
で
す
。

　
　

　
　
　
　
　
　

事
業
や
政
策
に
つ
い
て
の
自
己
評
価
は
？

ー
産
業
の
活
性
化
に
一
定
の
方
向
を
示
せ
た
ー

め
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
Ｕ
タ
ー
ン

者
の
積
極
的
な
受
け
入
れ
を

実
施
し
て
き
ま
し
た
。
産
業

の
活
性
化
に
一
定
の
方
向
を

示
せ
た
と
思
っ
て
お
り
ま

す
。
及
第
点
は
も
ら
え
る
の

か
な
と
思
い
ま
す
。

　

　

山
田
町
長
が
８
年
間
で
最

も
力
を
入
れ
た
政
策
や
事
業

に
つ
い
て
振
り
返
り
、
そ
れ

ら
に
関
し
て
ど
の
よ
う
な
自

己
評
価
を
さ
れ
て
い
る
の
か

伺
う
。

【
答
】
山
田
町
長

　

私
が
最
も
力
を
入
れ
て
き

た
の
は
医
療
の
充
実
と
消
防

0
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平成15年度 平成16年度 平成17年度 平成18年度 平成19年度 平成20年度 平成21年度 平成22年度

（見込み）

H15計画

基金実績

【
問
】
立
石
議
員

　

自
治
体
基
本
条
例
の
制
定

に
つ
い
て
の
検
討
は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

一
度
講
演
会
を
開
き
ま
し

た
が
、
そ
の
後
は
手
つ
か
ず

の
状
態
で
す
。
必
要
な
こ
と

だ
と
思
い
ま
す
の
で
、
今
後

に
託
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
問
】
立
石
議
員

　

ゴ
ミ
ゼ
ロ
宣
言
の
検
討

は
？

【
答
】
山
田
町
長

　

重
要
性
は
十
分
に
認
識

し
て
お
り
ま
し
た
が
、
具

体
的
に
は
進
展
で
き
ず
、

任
期
中
に
は
大
き
な
改
革

は
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
。

担
当
課
と
は
展
望
と
対
策

に
つ
い
て
は
よ
く
話
し
て

お
り
、
今
後
具
体
化
へ
取

り
組
ん
で
も
ら
う
も
の
と

思
っ
て
お
り
ま
す
。

【
問
】
立
石
議
員

　

高
校
存
続
の
た
め
定
員

割
れ
対
策
の
一
環
と
し
て

の
離
島
留
学
シ
ス
テ
ム
な

ど
の
検
討
は
？

【
答
】
筒
井
教
育
長

　

ま
ず
は
小
中
高
一
貫
教

育
に
集
中
す
る
べ
し
と
の

指
摘
も
あ
っ
た
の
で
、
具

体
的
に
検
討
は
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

校
長
に
も
数
回
話
し
て

お
り
ま
す
が
、
取
組
に
は

至
っ
て
い
ま
せ
ん
。

（千円）

基金残高の推移（町の貯金が増える様子）

北松西高の卒業式

離島開発総合センター耐震工事



 

 

 

  

 

小値賀町議会だより第 75 号（16）

　

　

地
球
が
お
か
し

く
な
っ
て
い
る
の

か
な
？
自
然
が
変

で
す
。

　

昨
年
の
夏
は
猛

暑
で
、、
今
冬
は
各

地
に
大
雪
を
降
ら

せ
厳
し
い
冷
え
込

み
で
し
た
。

　

３
月
11
日
、
東
北
太
平
洋

岸
地
域
に
大
き
な
地
震
が
発

生
し
ま
し
た
。

　

テ
レ
ビ
で
連
日
報
道
さ
れ

て
い
る
大
震
災
の
様
子
は
ま

る
で
映
画
を
見
て
い
る
か
の

よ
う
に
現
実
と
は
思
え
な
い

悲
惨
な
光
景
で
す
。

　

被
災
し
た
人
た
ち
の
た
め

に
、
国
は
最
大
限
の
努
力
を

し
て
い
ま
す
。
各
方
面
か
ら

の
支
援
の
動
き
も
活
発
化
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
も
出
来

る
こ
と
を
少
し
で
も
実
行
し

な
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

東
日
本
大
震
災
に
被
災
さ

れ
た
皆
さ
ん
に
心
よ
り
お
見

舞
い
申
し
上
げ
ま
す
。
被
災

地
の
一
日
も
早
い
復
興
を
お

祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

が
ん
ば
れ
！
日
本
！

　
　
　
　
　
　
　

岩
坪
義
光

編集後記

お世話になりました。
　　　議会だより編集の大役を終えて！

 

 
　　　　　皆さん！お気付きですか？

この１年間は総
すべて

て定例会が開かれた月に

　議会だよりは発行されました。特に７４号

は議会終了後１週間で発行されました。新記

録です。編集委員は議会に全力、その後編集

作業に全力です。まるで２倍の定例会？

読み手の側に立った紙面作りができた

　　　のか反省しきりです。

　　　　　　　　　立石 
 　　議会だよりの編集作業は大

変勉強になりました。今後の仕事

　に役立てたいと思います。

　　　　　　　加山

広報常任委員会

広報の難
むずか

しさは、

中に入って漸
ようや

く判
わか

り

ました。みなさんに

　　 感 謝 し ま す。　

　　　　小辻

　　ありのままの議事公開、誰にも

　　読みやすく親しみやすい議会広

報づくりが如
い か

何に難
むずか

しいかを感じて

　　います。ご愛
あいどく

読頂きありがと

　　うございました。

　　　　　　　　松永

　　　和
わ け あ い あ い

気藹々で、編集作業が

進み、議会だよりを皆様の手元に

届けるのが毎回楽しみでした。

ありがとうございました。　　　

　　　　　　　　岩坪


